平成１９年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第６回理事会　議事録

日　時　平成１９年２月１７日（土）　９：００～１７：００
場　所　九州／沖縄　沖縄産業支援センター

出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）

　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）吉岡（東京）、山崎（栃木）、伊藤（三重）

苅谷（岐阜）、大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　齊藤（青森）、鈴木（千葉）

オブザーバー　鋼構造出版（田中）、北海道ＢＣ実行委員長（渡辺）、九州ＢＣ役員

議事録作成　伊藤（三重）・苅谷（岐阜）

（司会進行）上柿　副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認

　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　米森武夫

全国大会は我々青年部会としての一大イベントだと認識する。一大イベントとして考えているのは特に会長会議や分科会・フォーラム・懇親会等であり、総会は本部として一年間やってきた事やこれから行動する内容を最終的に整理整頓し会員の皆さんにご了解をいただく場である。それらを含め理事の皆さんは日頃地元各地で意思疎通を怠る事の無いようお願いする。

この大会では会長会議の内容を充実させ、さらには分科会での情報収集や懇親会でのさらなる仲間意識の強化など会員の為になる大会になるよう頑張って練り上げて行きましょう。との挨拶に続き２ヶ月間の会長職務に関する活動報告があった。
4.各ブロック活動報告（ホームページに掲載）

北海道ＢＣ　媚山監事より報告

　　

東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　山崎理事より報告

　

　北陸ＢＣ　米森会長より報告

中部ＢＣ　伊藤理事より報告

　

近畿ＢＣ　大井監事より報告

　　

中国ＢＣ　益田理事より報告

　　

　　四国ＢＣ　松下副会長より報告

　　

　　九州ＢＣ　玉城理事より報告

5.協 議 事 項　
1） グループ活動報告
Ａ，設計交流ＷＧの報告
「工作しやすい鉄骨設計」講習会の全国展開が各地で本格化。参加された各県、各ブロックの会員や設計者の方々の感想や意見を集約し次年度の全国展開の参考とする。

岡部㈱河崎氏が今年度で定年退職の予定。後任を据え青年部会への協力継続を確認。

（１）、「工作しやすい鉄骨設計」について　　担当：吉岡理事

横浜での講習会後、「工作しやすい鉄骨設計　第３版」の編集作業に全構協より派遣され吉岡理事および米森会長が協力中。FAB側から見た「事例集」も募集中。「第３版」は今年６月頃出版予定だが秋口以降に「第３版」を元に講習会を企画したい。講習会は主に第２版からの変更点を講義する内容となるであろう。変更点にはJASS６の改訂に伴う内容が盛り込まれる為、JASS6の変更点とあわせた講習会になればいいのではないかという意見が出た。また、工数管理WGの「溶接体験実習」事業とあわせて来年度の全国展開事業の柱になれば、各ブロックの事業計画の選択肢が増えてよいのではないかとの意見も出た。

（２）、「鉄骨需要拡大作戦」について　　担当：山崎理事

鉄骨造アピールのためのパンフレット作成業務が最終段階に。前回の懸案事項であった火災保険料や貸付金利の低減に関しては全構協側に打診中。エンドユーザーから問い合わせがあった場合の連絡先は未定。現段階までの作成内容を（案）という形で札幌大会において参加者に配布することを決定。

（３）、「鉄骨110番」について　　担当：鈴木理事

鈴木理事欠席につき、「鉄骨110番」に変わる来年度以降の事業の内容について鋼構造出版の田中氏と意見交換を行った。専門的知識がないと分かりづらかった今までの内容と違いどちらかというとFAB側が「いままで聞くに聞けなかった」内容のQ＆Aを掲載したいと希望あり。今後協議していくことを確認した。

（４）、「設計交流WG総括」　　担当：松下
交流の総括を行うため鋼構造ジャーナルに掲載された今期一年分の設計交流に関する記事をまとめた結果下記のようになった。

①、各県各ブロックでの設計者との交流内容

②、JSCAへのインタビュー（青年部会との交流について）

③、「工作しやすい鉄骨設計」講習会について

④、近畿ブロックで開催された討論会でのQ＆A集

⑤、設計者との交流が生んだ成果

上記資料を全国会長会議にて配付し使用する予定。

設計者を対象にした講習会を企画する場合、建築士協会が行っているCPD制度ポイント適用講習会としての認定をうけることを推奨。多数の設計者が参加する可能性大。手続きは意外と容易。

Ｂ，工数管理ＷＧの報告
（１）、「特記仕様書」について　　担当：伊藤理事

現在、三重県が進めている「特記仕様書」がほぼ完成し、ＪＳＣＡへ提出して検討してもらっている。おそらく何らかのご指摘や提案があると思う。それが出てきたら、再度検討する。

（２）、「情報の共有化」について　　担当：大井理事

現在、隣接都道府県程度で試験中。なかなか利用しないのが現状。

（３）、「溶接実体験」について　　担当：齊藤理事（欠席につき上柿副会長が発表）

近畿ブロック溶接実習を参考にする。全青会メンバーも見学参加。

ピースとして、突き合せ溶接ピース、ＳＲＣ仕口ピース、斜めＧＰＬピースなどを準備することを考えている。

Ｃ，行政及び対外交流ＷＧの報告

（１）「行政との交流」について　　担当：齊藤副会長

①、第２回目の国交省若手官僚との意見交換開催のついての親会と調整、検討を行う。

新たな耐震問題の発覚についての今後の動向を見極めて動く。

②、東北の親会が東北地方整備曲と2月21日に意見交換会があるのでそれについて

の資料、結果の検証を行う。

（２）産官学連絡協議会の模索　　担当：玉城理事
福岡産官学連絡協議会の参加し､それを踏まえて全国展開への模索全国大会後アンケ－トの実施

（３）親会との位置付け調査　　担当：益田理事
アンケ－トの全国大会後の発送

（４）過去のＯＢ役人の名簿整理　　担当：媚山理事
Ｄ，総務に関しての報告
　（１）、問題点
旧掲示板のスパムによる書き込みによりサーバ容量が不足し更新が出来ませんでした。

旧掲示板自体を削除したところ容量は２０％となりましたが現在掲示板は使用できません。

（２）サーバ更新について

現在の契約が３月末にて終了ですので次年度よりビジネス１００からプラン変更してウルトラビジネスにする。

ビジネス１００・３００ＭＢ　月額４，７２５円

ウルトラビジネス・２０ＧＢ　月額５，０４０円

報告書式の統一を行う。（ブロック研修事業、各地活動報告）

　　　　

２）ブロック研修会助成金事業（別紙助成金申請書）
　　北陸ブロック　米森会長より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

　　中部ブロック　苅谷理事より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

３）『工作しやすい鉄骨設計』の今後の方向性について
第３版リリース予定時期および改訂版編集会議について米森会長より説明がなされた。
４）鉄骨需要拡大作戦について
パンフレットの使用方法および借り入れ金利と保険料の低減について米森会長より補足説明がなされた。
５）全国大会についての報告

第１６回全国大会当日のスケジュールの決定

本登録状況の確認（徳島県と宮崎県については至急本登録の確認を行う）

全国大会収支予算（案）、分科会内容の説明及び講師の決定、

各会場配置の確認（会長会議、通常総会、分科会、懇親会）

スケジュール及び進行方法の確認がなされた。

※色つきの理事の方がテーブルマスター

第一分科会　進化する「工場」（３テーブル）



第２分科会　進化する「経営」（３テーブル）



第３分科会　進化する「継承」（２テーブル）



渡辺全国大会実行委員長より

· 来賓の確認（歴代会長・全構協役員・北海道ＢＣ親組合・行政）

行政来賓の目的は出来れば今後の青年部会活動の参考になる方が良い。

· 名札のリボンの種類を分けること。（理事は白リボン小）

· 会長会議の席札は県名を机の正面にぶら下がりの札を付けること。

（会長、副会長、司会、理事のも同様）

· 総会時の来賓席は役職名（第7代までは『全構協青年部会連絡協議会』）、

氏名はフルネームとすること。

＊読み方を含め再度確認すること。

· 全構協来賓、北海道ＢＣ来賓、歴代会長は一般席の最前列とすること。

（席の並びにはホテルに確認すること。）

· 各理事は質問に関して対応できるようまとめておくこと。

· 分科会の名札はグループ、テーブル名まで名簿に記入するよう検討すること。

· 分科会の名簿で未記入部分については各ブロック理事が確認を行うこと。

· 【ＥＶＯＬＵＴＩＯＮ２】内の一部文面の変更があること。

· 懇親会の来賓席は名札を用意すること。

· 各テーブルに予備の椅子を設けることが出来るかホテルに確認を行うこと。

· 青連協歴代会長への案内文の確認（受付開始の時間帯は記載しない）

· 総会挨拶は建設関係行政の方に挨拶をお願いし、市長には懇親会歓迎挨拶を

お願いすること。

　　　　挨拶者等分かり次第、各理事へ全国大会実行委員会より連絡すること。

· 懇親会アトラクションの内容確認

· 懇親会２次会は実行委員会では用意しない方向、場所などの案内のみとすること

· 翌日にゴルフ参加者の締め切りは今月末とすること。

以上について確認がなされた。

＊　次回全国大会開催地は岡山市内にて決定

＊　各県参加者のＴＥＬ、ＦＡＸ、メールアドレスの未記入部分の確認を早急に行うこと。

＜各役割分担の確認＞

各理事に対する役割分担の確認がなされた。

　　　１．会長会議

　　　各ＷＧの報告は各担当理事により１分以内に報告すること。

　　　その時の自己紹介はナシ

　

２．総会役割

司会：益田理事

開会の辞：苅谷理事

議長：媚山監事

議事録作成人：齊藤理事（青森）

署名人：山崎理事、伊藤理事

事業報告：齋藤理事（秋田）

決算報告：吉岡会計理事

監査報告：大井監事

事業計画：松下副会長

予算案：吉岡会計監事

閉会の辞：玉城理事

３．会員数の調査

３月３１日現在の期首、期末会員数の確認を苅谷理事よりのメールにて

報告すること。

４．分科会

　　　各分科会ディスカッション（約１時間）のリーダー、サブは質問及びまとめ方

について事前の打合せが必要。（各参加者に一言ずつ発表してもらう等）

講師の講演とアンケートのすり合わせを行っておくこと。

（講師の方にアンケートの内容を確認していただき、講演内容を考えてもらう）

　５．各資料作成担当者の確認

　　　

　　・表紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：媚山監事

　　・議事次第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：媚山監事

· 第１号議案＜平成１８年度事業報告＞

1） 概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：米森会長

2） 庶務事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　：苅谷理事

3） 会議の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　：苅谷理事

4） 委員会活動実施状況　　　　　　　　　　　　　：松下副会長、上柿副会長

齋藤副会長（秋田）、

5） 事業実施状況

事業実施実績　　　　　　　　　　　　　　　　：松下副会長、上柿副会長

平成１８年度収支決算報告書　　　　　　　　　：吉岡会計理事

　　　　　監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　：大井監事

· 第２号議案＜平成１９年度事業計画＞

１）基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　：米森会長

　　　　２）事業計画
　　　　　事業計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　：米森会長

　　　　　平成１９年度収支予算（案）　　　　　　　　　：吉岡会計理事

· 第３号議案＜平成１９年度会費承認の件＞

１）会費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：吉岡会計理事

２）徴収方法　　　　　　　　　　　　　　　　　：吉岡会計理事

３）振込先　　　　　　　　　　　　　　　　　　：吉岡会計理事

４）全構協青年部会員数及び会費収入集計表　　　：苅谷理事

· その他

役員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：苅谷理事

規約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：苅谷理事

　　米森会長が本日のまとめのコメントを述べられた

7.閉　　　会

　※　次回開催地

臨時理事会

平成１９年３月２１日（土）午前１０時～

京都ポリテクセンター
札幌
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